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ものづくり勉強会
　ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲ

みんなで考えよう！木のまちのものづくり。
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昨
年
十
二
月
十
二
・十
三
日
、
東
京
藝
術
大
学
お
よ
び
コ

ク
ヨ
株
式
会
社
の
ご
協
力
の
も
と
「第
一
回
も
の
づ
く
り
勉

強
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
よ
り
継
続

を
期
待
す
る
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
「も
の
づ
く
り
勉
強
会
」を
よ
り
具

体
化
し
今
後
の
事
業
展
開
を
検
討
す
る
た
め
に
、
「
も
の
づ

く
り
実
行
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「も
の
づ
く
り
勉
強
会
」そ
の
も
の
は
多
く
の
方
々
に
自
由

に
参
加
い
た
だ
け
る
体
制
を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
勉
強
会

の
大
き
な
流
れ
作
り
や
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
決
定
す
る
会
議

と
し
て
「も
の
づ
く
り
実
行
委
員
会
」を
位
置
づ
け
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
第
一
回
の
実
行
委
員
会
会
議
を
五
月
二

十
二
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
会
を
結
成
し
て
初
め

て
の
顔
合
わ
せ
の
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
立
場
か
ら
の
視
点
で
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

去る５月２２日、『第１回 ものづくり実行委員会 』が開催されました。ここにその内容と今後の活
動予定を報告いたします。ご意見・ご希望など何でも結構です。今後、活動を進めるにあたり、
皆さんの積極的な参加をお待ちしております！！

第２号第２号 Ｈｏｗ　ｔｏ
ＤＥＳＩＧＮ？

地
域
に
お
い
て
住
民
に
よ
る
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
地

域
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
大
学
・短
期
大
学
等

の
高
等
教
育
機
関
の
人
的
・知
的
・物
的
資
源
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
と

高
等
教
育
機
関
が
組
織
的
に
連
携
し
た
地
域
住
民
の

学
習
成
果
や
能
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と

な
る
施
策
を
展
開
す
る
の
が
本
事
業
の
目
的
で
あ
る
。

「「生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業
」

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業
」

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局

「第１回ものづくり実行委員会」の様子

　
ま
た
、
「
も
の
づ

く
り
勉
強
会
」の

事
業
が
、
文
部
科

学
省
の
「平
成
十

六
年
度
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
モ
デ

ル
支
援
事
業
」に

採
択
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
、
今
年

度
は
そ
の
予
算

（お
よ
そ
二
五
〇
万
円
）を
基
に
活
動
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
一
回
勉
強

会
は
、「東
京
藝
大
」と
「参
加
者
」と
い
う
ス
ク
ー
ル

形
式
で
、
何
と
な
く
雲
を
つ
か
む
よ
う
で
掴
み
所
の
な

い
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
参
加
者
全
員

が
一
体
と
な
り
、
体
と
頭
を
使
い
よ
り
実
践
的
な
活

動
を
進
め
て
い
く
、
そ
ん
な
勉
強
会
に
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
の
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
今
後
の
活
動
計

画
に
つ
い
て
は
次
頁
を
ご
確
認
下
さ
い
。



「夏
休
み
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（仮
称
）」の
開
催
に
つ
い
て

　
地
域
の
子
供
た
ち
と
東
京
藝
術
大
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
で

も
の
を
つ
く
る
楽
し
さ
に
気
づ
く
と
同
時
に
、
次
世
代
の
木
工
生
産
者
な
ど
後
継
者

の
育
成
の
き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
三
重
県
立
美
術
館
と
共
催
で
「夏

休
み
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（仮
称
）」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
東
京
藝
大
、
県
立
美
術
館
、
地
元
の
職
人
さ
ん
、
ｅ
ｔ
ｃ
、
多
く
の
人
に
協
力
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
実
際
に
「も
の
づ
く
り
」を
す
る
予
定
で
す
。

　-----------------------------------------------------------

　
　
日
　
　
　
時
　
　
　
平
成
十
六
年
七
月
二
十
七
日
（火
）・二
十
八
日
（水
）

　
　
会
　
　
　
場
　
　
　
海
山
町
木
工
陶
芸
セ
ン
タ
ー
他

　
　
内
　
　
　
容
　
　
　
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
カ
ン
ナ
く
ず
と
布
を
利
用
し
た
裂
き
織
り

　
　
対
　
　
　
象
　
　
　
地
元
の
小
学
生
高
学
年
　
二
十
名
程
度

　
　
主
　
　
　
催
　
　
　
海
山
町
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会

　-----------------------------------------------------------

　
　
※
日
程
、
内
容
等
は
正
式
決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
決
ま
り
次
第
ご
報
告
　

　
　
　
い
た
し
ま
す
。

海山町ワークショップ実行委員会では、「夏休みこども
ワークショップ（仮称）」のスタッフを募集しております。
当日までの準備段階から一緒にやってもらえる人はい
ませんか？　関心のある人、我こそは！という人がい
ましたら林研事務局までご一報下さい。ヨロシク！！

「「夏休みこどもワークショップ」夏休みこどもワークショップ」

スタッフ急募！！スタッフ急募！！

ヒノキの裂き織りのイメージ
（ＨＰ写真が含まれております。
取り扱いにご注意下さい）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

地元・大学相互情報交換・連携
（コクヨ(株)調整）

三重県立美術館  ワークショップ 26・27・28

ものづくり勉強会 第２回 第３回 第４回

実行委員会会議 第１回 第２回 第３回

文部科学省日程 進捗調査 報告・精算現地調査

「三重の子どもたち展」への展示（未定）

【平成１６年度活動計画 】

　［主な事業の内容］

• いいもの、いいとこ再発見・・・地域住民により町並みや建築物、風景など日常は気づかない地域資源を再発見する。
• 地域素材研究・・・地域資源のヒノキをはじめ、まちの顔となる素材や歴史、風土の活用を考える。
• 専門部会・・・生産者を対象とした専門的技術・デザイン勉強会を企画。
• 夏休みこどもワークショップ・・・地域の子供たちと東京藝術大学生との交流を通して、自分たちの手でものをつくる楽　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しさに気づくと同時に、次世代の木工生産者など後継者の育成のきっかけをつくる。


